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構成員名  

令和５年度活動実績  

構成員へメッセージ 
活動の内容及び実施時期  

参集者・連携

団体  
成果等  今後の方向性  

信州諏訪農業
協同組合 

【湖沼の対策】 
①   
⑴  下諏訪「環境の日一斉清掃」参加    ５月 28 日（日） 
⑵  岡谷市「諏訪湖・河川一斉清掃」参加  ５月 28 日（日） 
⑶  諏訪市「春の全市一斉清掃」参加    ５月 28 日（日） 
② 諏訪湖に関する学習活動に参加 
③ 手作業によるヒシ除去作業に参加 
④ 諏訪湖を綺麗にしちゃいましょう大☆作☆戦に協賛 
 
【流出水対策】 
① 土壌診断事業による適正施肥の推進 
② わたしの肥料による減肥の取組拡大  
③ みどりの食料システム戦略による環境負荷低減の取組み 
④ 肥料・農薬等かけ流し防止 
⑤ 環境にやさしい農業への取組み 
⑥ ＧＡＰへの取組み 

 
① 全役職員 
 
 
 
② 職員 
③ 職員 
④ 職員 

 
① 役職員全員*が環境整備に参加 

（*諏訪湖周に勤務または居住） 
 
 
 
③要請に対応 
 
 
 
① 土壌診断事業への支援 
② 個人単位施肥設計 オリジナル肥料取扱の増加、 
  化学肥料低減に向けた栽培試験の実施 
③ 水稲指導会による止め水管理の徹底 
④ ＪＡ助成（水稲 レス５０+カバークロップ） 

・フェロモントラップの情報発信で適期防除を推進 
⑤ 指導会開催による生産者への理解促進 

  今 年 度 同様 に 湖
周 一斉 清 掃 等 への
活動は積極的に、多
く の職 員 で 参 加し
た いと 考 え て いま
す。諏訪湖の再生に
向 けた ヒ シ 除 去作
業 へも 参 加 者 を拡
大し、水深の保全に
努めたい。また、諏
訪 湖に 関 す る 学習
活 動へ も 参 加 した
いと思います。 

 
今後も、環境負荷軽
減 に向 け て 総 合的
な 取組 に よ る 持続
可 能な 農 業 の 推進
を進めます。 

 

諏訪湖漁業協
同組合 

① 漁場環境保全対策 
・漁場環境の回復に向けたヒシ除去及び清掃活動。 

 
 
 
② 食害軽減対策 
・ブラックバス・ブルーギル等の外来魚及びカワアイサ・カイツブリ

類・カワウによる食害対策として、外来魚駆除及び魚食性鳥類追払
いを実施。 

 
③ IoT を用いた諏訪湖水質観測プロジェクト 

（Suwa Smart Society 5.0） 
 

①組合員 
 
 
 
 
②組合員 
 
 
 
 
③ Mole’s 
act、信大、諏
訪市 他 
 

①漁場の整備 
・各船着場周辺の清掃・草刈・ヒシ除去 
・湖内流入の浮遊ゴミ・沈木除去 
・ｱﾀﾞﾌﾟﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる担当区間の清掃 

 
②食害軽減対策 

(1)刺網や電気ショッカーによる外来魚駆除 
(2)魚食性鳥類追払い  
(3)魚食性鳥類対策の検討 

 
③水質観測プロジェクト機器設置及び体制構築 

・信大とのデータ連携による検証 

①  引 続 き 実 施 し て
いく。 

 
 
 
②  引 続 き 実 施 し て

いく。 
 
 
 
③  引 続 き 実 施 し て

いく。 
 

 

諏訪湖周水路

復活漕ぎある

きプロジェク

ト 

①  他の団体等とも連携して、諏訪湖及び湖周小河川でのカヤック・カ

ヌー体験講習の実施 

②  湖畔及び市内河川清掃（ゴミ拾い） 

③  諏訪市内を流れる河川を水辺から見直し、 

【水郷の街】として、その復活の可能性を探る。 

 

④  「諏訪湖の日」のイベント 10 月１日カヤック・カヌーゴミ回収パ

レレード 

諏 訪 湖 カ ヤ

ック 

湖周小河川の清掃活動などを行いながら、街中河川の持つ

自然環境・カヤック航行の維持を管理者と共に、かつての

水路としての機能をカヤック・カヌーを利用して【水郷の

街・学びのフィールドワーク】として復活させ、中門川・

衣の渡川などをカヤックの周遊コースとして新たなアク

ティビティの創出を探る。 

※河川管理者との連携・意識の共有を持ちたい。 

引き続き、街中小河

川である「衣之渡川・

中門川」を景観と共

に、漕ぎあるき出来

る魅力ある河川とし

て ア ッ ピ ー ル し た

い。 

※カヤック・カヌ

ーで利用しやすく、

漕ぎやすいフィール

ドの創生を具体的に

河川管理者と話し合

いをお願いしたい。 
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構成員名  

令和５年度活動実績  

構成員へメッセージ 
活動の内容及び実施時期  

参集者・連携

団体  
成果等  今後の方向性  

下諏訪町諏訪
湖浄化推進連
絡協議会 

①湖岸清掃：４月～３月（11 回） 
 ・毎月、下諏訪町内の指定した区域で、諏訪湖岸のごみ拾いを行

う。 
  また、町による町内一斉清掃活動へも協力。（５月、10 月） 
 【10/15 の一斉清掃は悪天候のため中止】 
②水辺のごみ調査：４月～11 月（５回） 
 ・湖岸清掃に合わせて、拾ったごみの種類と量を記録する。 
 【６月は悪天候のため清掃のみ実施。】 
③アレチウリの除去作業：４月～９月（４回） 
 ・湖岸清掃に合わせて、侵略的外来種であるアレチウリの除去を行

う。 
 【６月、７月は天候不良のため中止】 
④第９回川ごみサミット in 諏訪湖の開催 

全国の河川・海洋環境保全に取り組む個人や団体が集まり、情報
や意見を交換するイベントを、諏訪湖浄化講演会の代替事業とし
て、全国川ごみネットワークとともに令和５年１１月１８日（土）
に開催。 

⑤小学生に対する環境学習 
  ７月１９日・８月１１日（クリーン祭での清掃）・９月１２日 
 
⑥諏訪湖クリーン祭の開催：８月１１日（金・祝） 
 ・各団体によるブース展示や親と子のボート教室などを通して、参

加者が諏訪湖に親しむイベントを開催。 

①・②・③ 
下諏訪町民、
湖浄連会員等 
 
④下諏訪南小
学校６年１
組、湖浄連会
員、全国の環
境団体等 
 
⑤下諏訪南小
学校５年生、
６年１組 

 
⑥下諏訪町
民、湖浄連
会員、各種
団体等 

①諏訪湖に漂着したごみを拾うことで、環境美化及び景観
の保持につながった。 

 
 
②諏訪湖のごみの傾向を把握し、今後の浄化活動につなげ

ていくための資料となった。 
 
 
③湖岸清掃に合わせてアレチウリの除去を行うことで在

来種を守り、生態系の保全につながった。 
 
 
④地元小学生や全国での取組事例の発表を通して、多くの

人にごみ問題について考えてもらう機会となった。 
 
 
⑤ごみが環境へ与える影響を学び、実際のごみ拾い体験や

グループでのまとめを通して、ごみ問題についての理解
を深めてもらった。 

 
⑥諏訪湖とふれあうイベントとして定着しており、参加者

は楽しみながら諏訪湖に親しんでいる様子であった。当
日は、約250人が参加し、110㎏のごみを収集。 

引き続き諏訪湖清
掃や各種行事、環境
学習等を通して、諏
訪湖浄化のために活
動していく。 

下諏訪町諏訪湖浄
化 推 進 連 絡 協 議 会
（湖浄連）は設立か
ら 43 年を迎えまし
た。 

こ れ か ら の 活 動
が、美しい諏訪湖を
次の世代へ受け継が
れていく礎になるよ
うに活動を進めてい
きます。 

諏訪湖クラブ 

①  ヒシ除去作業への協力（長野県の設定時期） 
②  全国一斉水質調査に参加（世界環境デー６月６日、諏訪湖・天竜川

水系 30 地点を担当。「信州水環境マップネットワーク」による長野
県内全域の水質状況マップを作成。 

③  諏訪湖創生ビジョン推進会議事務局に参加、事務局会議に出席（２
か月に 1 回） 

④  諏訪湖浄化関連事業：ナノバブルを利用した諏訪湖の浄化実験の実
施（平成 29～30 年度）結果を参考にして、沿岸域での水質・底質
浄化計画を策定し、関係自治体、関連民間企業の協力を得て実施に
向けての作業を行う。 

⑤  中学生、一般向け諏訪湖読本「散歩しながら諏訪湖に学ぶ」（2020
年印刷済み）の続編作成とメディアとの連携による諏訪湖環境保全
推進活動の実践的取り組み 

⑥  理事会（毎月 1 回）の開催と年 1 回の総会開催 

①  若干名 
② ８ 名 ＋ 長
野県内 30 団
体 
③ 事 務 局 会
議４名参加、
諏 訪 湖 通 信
編集２名 
④会員 10名、
関連自治体、
民間企業 
 
 
⑤ ク ラ ブ 員
全員 
 
 
⑥ 理 事 会 は
毎回 10～ 15
名出席 
 

①  ヒシを含めて諏訪湖の水生植物の変遷について解説す
る諏訪湖読本の続編を作成、配布 

②全国運営委員会に長野県代表として参加、長野県内の水
質ネットを運営、約 30 団体により、約 380 地点での測定
を行い、長野県水環境マップを作製する。結果は各地の環
境フェアにて公開、参加者の拡大を図る。 

③毎回の事務局会議で推進会議の運営について意見交換
し、毎月発行の「諏訪湖通信」編集に協力、諏訪湖に関わ
る情報を紹介する 

④昨年度までの、湖水の上下循環システムの手法とナノバ
ブル利用の有効性、水中カメラによる現場状況確認の有効
性等の成果を基礎にして、現実の諏訪湖浄化への適用課題
を整理し、諏訪湖沿岸域浄化への現実的適用案を策定、提
案する。（継続） 
⑤2020 年に完成、印刷した「散歩しながら諏訪湖に学ぶ」
の続編を企画、作成しし広く配布し、活用を進め同時に諏
訪地域のメディアと協力しての広報活動のの在り方を健
闘する。（継続）  
⑥理事会は拡大理事会として会員の参加は自由とし、会員
以外の出席もあり、地域の課題等について意見交換を行
い、他団体、地域自治体との協働活動への参加を進めてい
る 

 現在の取組の中心
は諏訪湖のさらなる
浄化と環境保全活動
への協力として公民
協働による環境保全
活動の推進手法の提
案である。 

諏訪湖創生ビジョ
ンが掲げている「泳
ぎたくなる諏訪湖」
実現へ向けての具体
的な提案、試行と実
践的な公民協働がで
きることを期待 

している。 
諏訪湖浄化が単な

る湖の浄化活動では
なく、地域の環境保
全を意識した諏訪地
域全体のまちづくり
の一環として行われ
ることを常に念頭に
置いて進めていきた
い。 
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構成員名  

令和５年度活動実績  

構成員へメッセージ 
活動の内容及び実施時期  

参集者・連携

団体  
成果等  今後の方向性  

諏訪湖白鳥の
会 

 

活動日 活動内容（横河川河口） 人  数 

5.6.29 草刈り 6 人 

5.10.19 草刈り 3 人（他に市 4 人） 

5.12.24～ 
白鳥の観察、記録～6.2.
下旬まで 

毎朝 1～2 人 

左 記 の と お
り 

白鳥飛来地の環境整備により、湖岸来訪者に良好な景観を
提供し、諏訪湖への理解を深めてもらう。 

継続実施 課題：会員減少と高
齢化 

NPO 法人諏訪
市セーリング
協会 

行事計画 
4 月 16 日    協会所有クルーザー下ろし 
4 月 26 日    総会 
5 月～9 月    ハーバー水草取り及びヨット講習会 
5 月～10 月    ヨットハーバーポンド内ヒシ取り作業 
6 月～10 月    マンスリーレガッタ 
6 月 10 日～11 日  ソリング級東日本選手権大会 
7 月 1 日     トヨタソーシャルフェス 
7 月 2 日     水難救助訓練（花火大会事前確認含む） 
7 月 6 日～8 日  諏訪湖水草取り作業（県環境課主催） 
7 月 17 日    ヨットジャンボリー 
8 月 12 日    ヒシ取り作業（諏訪湖ライオンズクラブ） 
8 月 14 日～15 日 第 75 回諏訪湖祭湖上花火大会湖上警備 
9 月 16 日    諏訪湖浮遊物回収作業（諏訪市） 
10 月 7 日～8 日 諏訪市スポーツ祭及びソリング全日本選手権大会 
11 月 5 日  クラブ対抗ヨットレース及び協会所有ヨット陸揚げ 

 

水草取り、ヒ
シ取り、浮遊
物回収（県及
び 諏 訪 市 と
の連携協力） 
諏 訪 湖 ラ イ
オ ン ズ ク ラ
ブ作業協力 

ヨットハーバーポンド内のヒシ取り作業を計画的に実施
したが、それには特殊なレーキを制作して作業を行った。
機材を作ったことにより、湖底から刈り取ることができ効
果的であった。（毎月定期的に実施したことによる成果も
大きいと考える） 
 

毎年、行政や団体と
のヒシ取り作業に協
力しているが、船舶
及びエンジンの破損
が多く、その都度修
理費がかかる。協会
の持ち出しも多く、
今後の協力体制に支
障をきたす恐れがあ
る（何かしらの支援
は考えられないか） 

2028 年国民スポーツ
大会セーリング競技
会場として予定して
いるが、県及び各構
成団体の皆様のご理
解とご協力をお願い
いたします 

美サイクル茅
野 

上川アダプトプログラムに参加し、上川流域の河川清掃及び草刈り等

を実施。 

第１回 令和５年４月 8 日、第２回 令和５年７月 8 日、第３回 令

和５年 10 月 7 日 

上 川 ア ダ プ
ト プ ロ グ ラ
ム に 登 録 さ
れ た 市 内 企
業、団体等 

市内クリーンウォークと同時に行い、市内各所で清掃活動
を行うことで、市民の美化意識の高揚に繋がっている。 

有意義な活動であり

継続していく。 

 

 

諏訪湖及びその周辺

のごみが少しでも減

少し、きれいな諏訪

湖にするための活動

を継続していくこと

が必要であると思い

ます。 

諏訪地区労働
者福祉協議会 
 

・諏訪湖創生ビジョン推進会議を始め、ヒシ除去作業等への事業への

参加・協力 

・河川愛護活動等の環境整備への協力 

加盟 9団体及
び 加 盟 団 体
の構成団体 

定期総会資料にて「諏訪湖創生ビジョン」に係る取組を紹
介し、当団体としての取組方針を確認（7/19） 
ヒシ除去作業への参加（7/8） 
諏訪湖花火大会後の諏訪湖清掃：加盟団体の連合諏訪地協
を中心に 8/16 実施。（70 名参加） 
諏訪湖の日フォーラム参加（10/1） 
諏訪湖創生ビジョン推進会議等の各種会議、イベントへの
参加要請及び参加。 
役員会にて「諏訪湖創生ビジョン」に係る取組を紹介し、
活動への理解を深める。（10/10・1/30） 

諏訪湖創生ビジョン

推進会議等の取組み

の紹介並びに活動へ

の理解推進。 

加盟団体及び加盟団

体 構 成 員 に 情 報 提

供。 

ヒシ除去作業、イベ

ント等への参加者拡

大。 

諏訪湖の環境保全が

少しでも前進してい

ることを嬉しく思い

ます。多くの方へも

っと周知をしてくだ

さい。 
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構成員名  

令和５年度活動実績  

構成員へメッセージ 
活動の内容及び実施時期  

参集者・連携

団体  
成果等  今後の方向性  

（一社）諏訪
観光協会 

①通年でのスワイチの取り組み 
②「諏訪湖開き」安全祈願神事を 4 月 10 日（月）八劔神社にて関係者
にて執り行う。 
③サマーナイト花火 7 月 28 日（金）から 8 月 27 日（日）20 時 30 分
から約 10 分間で実施。（8 月 15 日除く） 
※主催：サマーナイト花火実行委員会（構成団体：諏訪湖温泉旅館組
合、一般社団法人諏訪観光協会） 
④第 69 回わかさぎ釣り安全祈願式（神事）を 10 月 3 日（火）RAKO 華
乃井ホテルにて関係者にて執り行う。 
⑤諏訪湖での体験プログラムに関する情報発信。 

①連携：岡谷
市観光協会、
下 諏 訪 観 光
協会、諏訪商
工会議所 

①スワイチについては、令和 4 年度にジャパンエコトラッ
ク（JET）に登録されたことを活かし、更なる拡大を目指す。
認定者実績 令和 3 年度（初年度）477 名、令和 4 年度 903
名。累計認定者数 1,380 名。令和 5 年度 1 月末までの認定
者数 815 名。累計認定者数 2,195 名。 
③延べ開催日数 30 日、延べ来場者数 41,500 人 

①諏訪湖サイクリン
グロードの完成を生
かして継続して事業
実施。課題は、諏訪湖
から周辺のマチナカ
に向けての導線をつ
くり、賑わい創出に
つなげること。 
⑤諏訪湖サイクリン
グロードの完成と連
動し、諏訪観光協会
のホームページを通
じて体験メニューに
関する情報発信にも
取り組む。 

 

建設業協会諏
訪支部 

・河川愛護活動（諏訪湖アダプトプログラム）の実施 
  令和５年６月、９月、１０月   
 その他、会員企業によるアダプトプログラムの実施 
     

・河川愛護活
動への参加
者は延べ 26
名 

 

・清掃活動等による諏訪湖周辺エリアの美化  

 

諏訪湖ライオ
ンズクラブ 

①  ９月２４日(日)諏訪湖ヒシ取り作業 
②  ３月環境保全事業  
 

諏訪湖ライオ
ンズクラブ会
員ならびに諏
訪地域の青少
年とともに参
加予定 

生態系への影響などが懸念される浮葉植物のヒシが諏訪
湖面に大量繁茂ているので、その実を集め活用しようと挑
む“ＮＰＯ法人諏訪市セーリング協会”のヒシ取り活動に
協力 
 

①  ３月２０日 (水 )
諏 訪 湖 畔 清 掃 実
施。 

今後も継続して諏
訪湖に関する事業を
取 り 入 れ て い く 予
定。 

 

一般社団法人  
大昔調査会 
     
曽根遺跡研究
会 

(1) 魅力ある諏訪地域の歴史紹介・観光コンテンツ開発を主目的に「八
ヶ岳～諏訪湖～知られざる大遺跡ものがたり（第一年次）」を実施。 

 
(2) すわ大昔フォーラム」諏訪の自然・歴史・考古学関連講座等を諏訪

市博物館等と共催実施。 
 
(3)諏訪湖を舞台とする伝統芸能「人形浄瑠璃・文楽」公演を寺院ホー

ルや学校で開催。 

原 村 教 育 委

員 会 文 化 財

係 

八 ヶ 岳 美 術

館 

 

諏 訪 市 博 物

館 

 

岡 谷 市 照 光

寺 

長野県諏訪
清陵高校附
属中学校 

（1）「八ヶ岳～諏訪湖～知られざる大遺跡ものがたり（第

一年次）」 

原村阿久遺跡（縄文前期）の魅力や面白さを紹介するプラ

ットホーム Webページを構築し、連続セミナーや冊子作成。

（原村教育委員会・八ヶ岳美術館と連携） 

(2)諏訪市博物館と共催する「すわ大昔フォーラム」を対面

方式で復活させ、諏訪湖の自然、地域の歴史などの講座を

開催。（各回 30～40 名が参加） 

・すわ大昔フォーラム特別版として、「諏訪湖 自然環境
の今 ～45 年の定期観測から見えてきたこと～」（講師：
宮原裕一信州大学教授）を諏訪市博物館主催（当会受託業
務）にて 10 月 29 日に実施し、約 60 名の参加を得た。 

(3)伝統芸能「人形浄瑠璃・文楽」のうち、八重垣姫が登場
する諏訪湖ゆかりの演目「本朝二十四孝」を２公演行う
（岡谷市照光寺、240 名）。中学生向けに、人形浄瑠璃出
張体験ワークショップを行う（長野県諏訪清陵高校附属
中学校 80 名参加。 

(1)R6 年度実施の「八

ヶ岳～諏訪湖～知ら

れざる大遺跡ものが

たり（第二年次）」で

は、諏訪湖底・曽根遺

跡と周辺遺跡群を取

り 上 げ る 予 定 で あ

り、諏訪湖創生プロ

グラムとの連携を深

め、ご協力を頂きた

い。 

(2)す わ 大 昔フ ォ ー

ラムは、引き続き継

続実施する。諏訪湖

関係の演題も増やし

たい。 

(3)「SUWA 文楽」の取
り組みは３年目とな
り R6 年度は諏訪湖畔
での文楽公演開催を
模索しているので、
諏訪湖創生プログラ
ムとの連携を深め、
ご協力を頂きたい。 

・諏訪湖の保全や市民
に よ る 学 習 に 際 し
て、湖底「曽根遺跡」
や、諏訪湖周辺の遺
跡・史跡の存在を意
識し、明確化したい
と思っています。 
・歴史、文化系のイベ
ントでお手伝いでき
ることがあればご連
絡ください。 
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構成員名  

令和５年度活動実績  

構成員へメッセージ 
活動の内容及び実施時期  

参集者・連携

団体  
成果等  今後の方向性  

㈱みのり建設  
 

ヒシと周辺地域の雑草や霧ヶ峰のススキ等の刈草、牛ふんを用い、栄

養分を堆肥として有効活用し、地域に還元できた。 

通年：食品製造会社からの動植物性残さ、学校給食などの生ごみ、地域

の草木類や牛ふんを原料にした堆肥づくり。 

夏期：ヒシの受入、堆肥化 

地 域 の 子 供

達、農業者、

環 境 活 動 参

加者 

有機物資源の農地還元を少しずつ出来た。 

ヒシ堆肥、食品リサイクル堆肥の諏訪湖周以外への還元を

進められた。 

有機物資源の受入、
還元量を増やしてい
きたい。 

 

一般社団法人 
諏訪湖ミズベ
リング振興協
会 
 
 
 
 
 

・ミズベリング本部会議のへの参加（東京） 

・水辺リングフォーラム全国会議への参加（オンライン参加者募集） 

・諏訪湖ミズベリング関連する研究会・講演会・先進地事例等の紹介 

（１１月予定） 

・水辺の社会実験（桟橋での社会実験８月） 

・先進地域視察（４月岡崎乙川視察・９月予定） 

・全国一斉の水辺で乾杯（202３）を実施  

・民間ヒシ取り（ヒシ刈り）船の運行とヒシ刈り協力６月下旬より 

・諏訪湖の遊び方研究（湖上テントサウナ・ゴムボート遊び） 

 

・ミズベリン
グ に 興 味 の
ある方・一般
参加者・事業
者  他 行 政
関係  
・サポート  
ミ ズ ベ リ ン
グ プ ロ ジ ェ
クト事務局 
 
 
 
 

・12 月１５日の東京の会議には５名が参加・行政の方にも

オンライン参加の呼びかけをさせて頂きました。 

・先進地視察として岡崎の乙川の視察に行ってきました。 

・諏訪市のかわまちづくりの推進会議で河川敷地占用許可

準則に基づく都市・地域再生等利用区域について内容や意

見を反映していただけるよう努力しました。 

桟橋での社会実験として個人・団体の方に BQ や水遊びを

して頂き諏訪湖の良さを発見してもらいました。 

・諏訪湖専用ヒシ刈り船で５月から毎朝５時半から２時間

早期にヒシを刈りました。2 ヶ月間行いヒシは無くなりま

した。その成果が令和６年にどう出るかが楽しみ 

・地域経済活性化のための観光振興として新イベント「湖

上サウナ島」開催（サバンナ髙橋・ムロﾂﾖｼ芸能人他３００

名利用） 

・本年は諏訪市のか
わまちづくりの県
への申請がどのよ
うな結果として戻
ってくるのかが楽
しみ。 

・諏訪湖の再生に向
けヒシの除去と水
深の保全に努めた
い。 

・諏訪湖でのイベン
トと経済活性化に
努めたい。 

・諏訪湖の現状と危
機感の共有が必要
ではないか？ 

・諏訪湖の今後のビ
ジ ョン が 必 要 では
ないか？ 

・新ヒシ刈り・クロモ
刈 り 船 を 作 り ま
す。要請お待ちし
てます。 

 
 
 
 
 
 

長野県ローイ
ング協会 

・4/16 諏訪湖ロングレース（荒天のため中止） 
・5/13～14 信毎諏訪湖レガッタ 
（荒天のため中止約 470 人参加予定） 
・7～8 月 漕艇場周辺の水草除去及び漂流物除去（ボート部高校生、

ボート関係者含め約 110 名で手刈り実施） 
・8/11 親と子のボート教室〈下諏訪町漕艇協会主催事業への協力〉（26

人参加） 
・9/30～10/1 全国市町村交流レガッタ（26 市町村 111 クルー 選手・

随行者 935 人） 
・9/10 下諏訪レガッタ（選手・随行約 500 人参加） 

① 大 会 出 場
者（学校、地
域 住 民 そ の
他） 
③ 長 野 県 ロ
ー イ ン グ 協
会員 
③地元中学・
高 校 ボ ー ト
部員、地域住
民など 

・諏訪湖ロングレース、信毎諏訪湖レガッタともに荒天

のため開催できなかったが、出漕数はコロナ前に戻りつ

つある。 

・全国市町村交流レガッタでは、ローイング関係者以外

も楽しめるようなブースを作成し、諏訪湖付近の散策や

湖上スポーツの認知へつながった。 

・ヒシや水草の除去により、腐敗による環境悪化の防止

とともに、ボート等の航行への障害を排除し、湖辺面の

活用に繋がった。 

 

 
 

・ローイング大会で

はスポーツ振興や青

少年育成への寄与を

目指す。親と子のボ

ート教室では、参加

者が諏訪湖に親しむ

きっかけとなるとと

もに、今後の観光資

源化に向けたプログ

ラム構築を検討。 

 

 

環境市民会議
おかや 

①ヒシ除去体験事業 
 
②ヒシ除去作業への協力（諏訪湖創生ビジョン） 
 
③ヒシ除去啓発チラシの活用 
 
 
④環境セミナー 

①市民 
 
②役員 
 
③事務局 
 
 
④市民 

①除去による貧酸素対策だけではなく、諏訪湖の現状を知
る啓発活動として実施。（7/8） 

 参加者 63 人、除去量 1t 
 
③作成したヒシ除去啓発チラシを活用し、ヒシを通じて諏
訪湖の現状を啓発する。 
 
③  ④今年度は地球温暖化をテーマとして講演を開催した

（9/27） 

①ヒシの除去による
水質浄化だけではな
く、活動をとおして
諏訪湖の現状を知る
きっかけとなること
から、今後も活動を
継続していく。 
③おかやエコフェス
タなどイベント時に
チラシを配布する 
④市民の環境問題へ
の啓発活動として今
後も継続して開催す
る。 
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構成員名  

令和５年度活動実績  

構成員へメッセージ 
活動の内容及び実施時期  

参集者・連携

団体  
成果等  今後の方向性  

岡谷ライオン
ズクラブ 

１（諏訪湖創生ビジョン推進会議参加・ヒシ除去作業に参加   
7 月   諏訪湖ヨットハーバー・百景園横 初島周辺 

 
 
 
２ 諏訪湖ヒシ除去体験事業に参加 

7 月中旬 岡谷市湊・船着場 
 
 
 
３ 諏訪湖アダプトプログラム参加（諏訪湖清掃） 

10 月中旬 諏訪湖ハイツ D51 前 
 
 
 
 
４ 環境セミナー参加① 
  10 月下旬 諏訪建設事務所 
 
５ 諏訪湖アダプトプログラム報告会参加 
  ２月頃 諏訪合同庁舎 
 
６ 環境セミナー② 
  ３月頃 諏訪建設事務所 
 
７ ４LC 合同アクティビティー環境保全諏訪湖清掃 
  3 月下旬 諏訪湖ハイツ D51 前 
 
８ 諏訪湖アダプトプログラム参加（諏訪湖清掃） 

５月未定（日）諏訪湖ハイツ D51 前 

１ 三役・第
三副会長。環
境 保 全 委 員
会委員長・両
副委員長・ク
ラブ会員 
 
２ 三役・第
三副会長。環
境 保 全 委 員
会委員長・両
副委員長・委
員（3 名程） 
 
３ 、 ７ 、 ８ 
三役・第三副
会長。環境保
全 委 員 会 委
員長・両副委
員長・委員ク
ラブ会員・家
族会員 
 
４、６ 環境
保 全 委 員 会
委員長・両副
委員長・出席
希 望 の 環 境
保全委 
員 
 
５ 委員会・
両副委員長 
 
 
 

①  学習会によって、学校での環境活動の内容・現在諏訪湖
で何が起こっているのかが解かりやすく理解できる。 

②  手作業によるヒシ除去作業の体験 
 
 
２ 岡谷市 湊・船着場付近のヒシを手作業で除去 
 
 
 
３ 湖岸や河川の清掃 
 
 
 
 
 
４ 岡谷市環境課より連絡依頼 
 
 
５ 諏訪湖アダプトプログラム参加報告書の提出 
 
 
６ 諏訪建設事務所主催 
 
 
７ 湖岸や河川の清掃 
 
 
８ 湖岸や河川の清掃 

  
 
 
 
 
 
２  ヒシ取り除去作
業は、舟の淵から浄
反志位・腕を投げ出
し てヒ シ を 引 き抜
くので、脇屋上腕を
す るこ と が あ って
か ぶれ る 恐 れ があ
るので、袖がぬれて
も 長袖 の も の を着
て いた 方 が い いと
思います。 

太陽工業グル
ープ 

河川愛護活動（諏訪湖アダプトプログラム）の実施 
  令和５年６月、９月、１２月、３月 
・本業における排水処理における水質管理徹底 
・環境管理委員会による環境負荷低減活動 
・緊急事態対応訓練実施（廃油などの漏洩防止） 
・社内ボート部を創部。活動を通して諏訪湖の学びにつなげる 
・諏訪湖創生ビジョン推進会議、諏訪市環境委員会への参画 
・持続可能な循環型社会の実現に向けた研修を実施 
・地域学校への環境教育の実施（キャリア教育の範疇にて） 

・太陽工業グ
ループ社員 
 
・太陽工業株
式 会 社 経 営
企画部 
 

・清掃活動等による諏訪湖周辺エリアの美化 
（ヨットハーバー付近） 年に２回（地域小学校と連携でき
た） 
・排水設備の保全管理（異常０件／年） 達成 
・毎月の経営会議で PDCA⇒MR 会議にて報告 （２回／年）
達成 
・訓練実施 （２回／年） 達成 
・ヒシや水草の除去、活動から諏訪湖環境の状況を啓もう 
・会議に毎回参画    
・SDGｓ研修（１回／年）  社内では未達、社外では５本
できた。 

・都度実施 

引き続き活動を継続
していく。実際に諏
訪湖に出向いて現状
を確認して、体験で
きる場面を意図的に
多くしていきたい。 
 

仕事の都合により会
議にあまり出席でき
なかった。新年度は
時間を作ってしっか
り参画したい。 
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構成員名  

令和５年度活動実績  

構成員へメッセージ 
活動の内容及び実施時期  

参集者・連携

団体  
成果等  今後の方向性  

諏訪森林組合 

諏訪湖の全流域の森林の整備 
・主伐・再造林による整備 
・間伐による整備 
・河川上流部の支障木の除去 

（通年） 

組合職員他 ・主伐・再造林による森林の若返りを計り、CO2 の削減と
植林・育林に伴う森林の活性化 
・河川・中上流部の枯損木・支障木の撤去による防災・減
災 

  

和限 

・諏訪市、岡谷市、長野県ボート協会、引き上げ水草運搬、処理 
・ボランティアさん及び各団体引き上げ水草の運搬、処理 
・イベント等への参加、協力（下諏訪町ゼロカーボン展示会、全国市町

村交流レガッタ） 
・植林活動への参加、協力 
・災害発生地への再生協力 
・ヒシ堆肥化（諏訪湖の恵）福祉施設、地域を始め農家への提供 

下諏訪町、長
野 県 ボ ー ト
協会 
岡 谷 こ ど も
エコクラブ 
エ ア ウ オ ー
ター 
 
 
 

・トヨタソーシャルフェス（天候不良のため中止）、岡谷こ
どもエコクラブ、環境市民会議おかや、長野県ボート協
会引き上げ水草運搬、処理 

・ボランティアさん他、協力依頼により協力します。 
・下諏訪ゼロカーボン展示会、全国ボート大会、岡谷こども

エコクラブ他参加、協力 
・大人の植樹（富士見町）ジブリの森（モリコロパーク）加

子母水源（岐阜県）協力  

  

㈱ヤマト 

諏訪湖アダプトプログラム）の実施 
  令和５年４月～１２月 
 

㈱ ヤ マ ト 通
勤自治会 
 
 
 

・清掃活動等による諏訪湖周辺エリアの美化 
（（諏訪市⑬）下諏訪町、諏訪市境～諏訪市警察署前） 
 毎月２回程度実施 
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